
自宅避難(在宅避難)のすすめ
・避難所の収容人数には限界があります（特にコロナ禍では）。
・避難所の生活環境は極めて厳しいものです。避難所には自分に合った備蓄
食料は殆どありません。慣れない環境への不安やストレスで神経をすり減
らす一方、新型コロナの感染も気になります。

・3密とトイレの問題、そしてプライバシーの確保や食事・睡眠の不自由さ
が襲ってきます。
・夏の酷暑、冬の底冷えも加わります。

自宅という慣れ親しんだ空間での在宅避難をおすすめします。
それを可能とすることを考えましょう！





□ 家具類の転倒防止策と物の落下･飛散対策

□ 出入り口や通路を片付け、自宅内の避難路の確保

□ 枕元に大切なものを揃えて寝るようにする

□ 緊急脱出、一時避難の訓練をしてみる

□ 家の防災対策を家族で確認

自宅(在宅)避難生活を可能にするための確認ポイント

命を守る対策



□ 自宅でトイレが使えるように、無水トイレの備えができた

□ 停電でも暮らせる電源と照明器具の準備ができた

□ 飲料水、生活用水の備蓄が出来た

□ 停電、断水でも自宅で料理を作る計画を立て、準備が出来た

□ ガスのカセットコンロを使ってクッキングが出来た

自宅(在宅)避難生活を可能にするための確認ポイント

在宅避難準備










